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原子力安全検証委員から頂いた

蕉 見を踏まえた取組】犬況について

2018年 11月 26日
関西電力株式会社



原子力安全検証委員からいただいた蔦 見を踏まえた取組状況 1

ロ>舞 ;16 原子力安全検証委員会 (平成30年6月 1日 )までに頂いたご意見のうち、「意見 A」に整理している
以下の2項目について、その取組状況についてお諮りする。

<参考>
意見A:ご意見を踏まえ新たに取組方針を策定するとともに、取組状況を検証委員会でフォローしていくもの
意見B:d意見に対する当社の考えや取組】犬況について、委員に対して説明したうえで、意見Aか意見Cを判断するもの
意見C:ご意見の趣旨に沿つて既に取り組んでいるが、社内で共有し、当社活動を進めるうえで留意するもの

実施段階検討段階※蕉 見の概要

労働災害の再発防止対策の

重点化・最適化

安全文化と重点施策方向性の関連fl生

高浜2号機クレーン倒壊
への対応関係

原子力部門の安全文化

評価実施結果
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ロ※「検討段階」のご意見については、次 以降の検証委員会 (こおいて、引き続きフォローしていく。
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原子力安全検証委員からいただいた策 見を踏まえた取組状況
【高浜2号機クレーン倒壊への対応関係】
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【取組方針】

労働災害が発生する都度、その原因を分析し、必要な対策を実施してまいりました。

今後、それらの再発防止対策について、現場第一線の協力会社の方々の意見を聞き
取り、その結果も踏まえて、安全上の重要度や効果の大きさについて上半期を目処に
改めて対策の見1璽めを行い、

まいります。

【所管部門 :原子力事業本部】

E

E【取組状況】
本日、魏 認いただきたい箇

E平成29年度の労働災害の発生状況等を踏まえ、労働災害防止に向けた「アクションH
Eプラン」を策定・展開し、その後も、労災発生の都度、その原因分析を行い、アクションプ|
|ランの見直しを行うなど、労働災害の低減に向けて取組みを進めてまいりました。また、

日対策に対する意見を聞くため協力会社へのアンケートやヒヤリングなども行ってまいりまし

|た。

しかしながら、平成30年 10月に高浜発電所で発生した重傷災害の原因と対策を検
討したところ、追カロでの対策や現在取り組んでいる内容の充実が不可欠であると判断し
ております。
今後、高浜発電所での重傷災害の対策実施状況ならびに、協力会社へのアンケー
ト結果やヒヤリング結果などを踏まえて、これまで耳又り組んでいる施策の最適化を検討す
とし、次回検証委員 でご番議いただくこととさせていただきたい。
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重大な労働災害が発生しているので様々な
文寸策を耳又つている。あわせて、)F常に多忙感が
あるという王見場の悩みがイ云わつてきた。いかに
現場が安全文化を保つて取り組めるかを考え
ると、再発防止対策の取組みを最適化する
必要があるのではないか。そのために再発防止

響度、対策の効果の分析をやるべきではない

か。その上で効果的な対策に重点化してしつ

適Tヒする。そうやつて、問題を同時に角旱決する
方法を探っていかなけれ1丸 けヽない。

第 16回検証委員会 (Hi30.6.1)
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原子力安全検証委員からいただいた素 見を踏まえた取組状況
【原子力部門の安全文化評価実施結果】
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【取組方針】

H30年度末で実施する次回の安全文化評価においては、渚動の意図に関する認識
共有がさらに進むよう、安全文化と重点施策の関連:性についてわかりやすく示してまい

ります。

【所管部門 :原子力事業本部】

【取組状況】

上記を踏まえ、H30年度末で実施する
す。

本日、ご確認いただきたい箇所

の安全文化評価におして取り組む予定で

安全文化と重点施策方向性の関連性

をしつかり書いておく必要があるのではないか。
実際にやることは変わらないかもしれないが、
以降の安全文化言平価では、何のために

この重点施策を実施するのかということがわ
かるよう、安全文化に対する会社の考え

(方針・方向性)を書き込む工夫がいるの
ではないか。

第16回検証委員会(H=30.6=1)
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ご慧見 取組方針と取組状況
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